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これまで広報誌では、鹿児島県でキャンプ
などの自然体験活動に尽力される指導者を
紹介してきました。
今回は1名の指導者をご紹介します！

　今回のアウトドア活動セミナーでは〜子どものミカタを考える〜というテーマのもと、
子どもとのキャンプのあり方を学ぶことができる良い機会となりました。今回はボーイス
カウトについての講話や、キャンプにおける子どもとの関わりの講話だけでなく、実際に
体験して学ぶ活動もありました。
　中でも印象に残ったのは、竹を使ってご飯を炊いたこととナイトプログラムの2つです。
1本の竹の節をのこぎり、なた、きりなどの工具を使って加工し、その中にご飯を入れて炊
きます。竹でご飯を炊くという体験は初めてで、実際に炊けるかどうか不安に感じました
が、炊けたお米はほんのり竹の香りがして、炊き加減もちょうど良く、美味しく炊き上が
りました。このような活動を子ども達と一緒にできたら、子ども達にとって多くの学びや
忘れられない経験になると思いました。また、ナイトプログラムでは夜の真っ暗な中、電
灯もつけず、用意されたロウソクの明かりを頼りにして野道を歩くという活動でした。視
界が不自由になるので嗅覚や聴覚を頼りに歩くことになり、これまでとは違った自然を感
じることができました。
　このように、楽しく活動をするためにはまずは安全が第一であり、キャンプを作る上で
最も重視するべきであることを改めて学ぶことができました。　　（参加者：中村  優華）
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鹿児島県キャンプ協会だより鹿児島県キャンプ協会だより
鹿児島県キャンプ協会だよりも今回で発刊22回目をむかえました！
今回は鹿児島県で頑張っている指導者の紹介や昨年度末に行われたアウトドア活動セミナーについてのご報告、
今年度のイベントの紹介を中心にお届けします！

鹿児島県キャンプ協会ホームページ　http://kagoshimacamp.wixsite.com/kagoshimacamp

福上 智美（ふくうえ ともみ）さん

1984年8月生まれ。鹿児島県鹿児島市出身。
幼少期は奄美大島の大自然の中で育った。
キャンプディレクター2級所持。
事務局 書記としてSNSの更新や広報誌の担当を
している。

令和6年度アウトドア活動セミナー

令和7年2月22日(土) ～ 2月23日(日)　＠日本ボーイスカウト鹿児島連盟野営場
こどもに関わる大人・指導者のための講習会　～こどものミカタを考える～

CAMP×CHILD

　幼少期、自然の中で駆け回っていた私はいったいどこへ？
というほど、超がつくほどのインドア派で、仕事もデスクワ
ークが主で外に出るのは仕事の往復だけのような生活をこれ
まで送っていました。
　ふとしたきっかけでソロキャンプをはじめてからは、自然
の中で非日常的な時間を過ごせるキャンプのとりこになり、
これまでの生活とは180度かわり、週末はほぼ毎週キャンプに
出掛けるようになりました。その後ひょんなことからキャン

福上 智美 さん

プインストラクターの資格を取得し3年。県
協会の事業に関わり、個性豊かで素敵な先輩
方と出会い、たくさんのご指導を受け、昨年
はディレクター2級も無事(？)取得しました。
　最初は消極的だった子どもたちが、キャ
ンプを通じてだんだんとまわりと打ち解けあい、積極的に活
動をしていく姿や、楽しかった！また参加したい！と言って
くれることが今ではすっかりと喜びとなっています。そんな
子どもたちの変わっていく姿をみて、わたしも頑張ろうとい
う活力をもらっています。
　きっかけは人それぞれです。それまで苦手だったことも、
きっかけひとつで克服できたり、好きになれたり。私がそう

であったように、皆さまのきっかけ
作りのお手伝いができたらと思いま
す。今後も参加者と一緒に楽しみな
がら、指導者として自身も成長して
いきたいと思っておりますので、お
手柔らかに、長い目で見守っていた
だけると幸いです。

（事務局長より）
笑ったときのえくぼがキュートなともちゃん
は、とんとん拍子でディレクター2級まで取得
し、今では協会に欠かせない存在です。お酒と
山が趣味、おしゃべりも大好きな女子？淑女？
です。

ホームページ Facebook Instagram

＼協会のHP・SNSはコチラからチェック！／

韓国岳山頂から大浪池を望んで

（上）協力して竹筒でご飯を炊く様子
（下）たくさんの方が参加してください
　　ました



編集後記

鹿児島県キャンプ協会ホームページ　http://kagoshimacamp.wixsite.com/kagoshimacamp

＜事務局＞ 〒890-0065　鹿児島県鹿児島市郡元1丁目21番30号 鹿児島大学共通教育センター 福満研究室内
　　　　　 TEL・FAX  099-258-8841　Mail:kagoshima@camping.or.jp

鹿児島県キャンプ協会だより　第22号　2025年6月発行

登録内容（名前、住所、連絡先等）に変更があった場合は、必ず日本キャンプ協会へ連絡をお願いします！
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　先日、アウトドア活動指導者育成講習会にスタッ
フとして参加してきました。参加者に「Instagramを

オンライン情報交換会「月例会」
あれこれ語る場・繋がる場・広がる場

【今後のスケジュール】 7月より3回計画しています

第1回  2025年   7月22日(火)
第2回  2025年 11月25日(火)
第3回  2026年  2月24日(火)

講習会・デイキャンプのまとめ

未定

未定

※変更になる場合もございます。
　詳しくは公式HP、各種SNSをご覧ください。

参加対象：どなたでも大歓迎　　参加費：無料

県キャンプ協会の主催事業に参加したことのある方、
これから参加を検討している方、学校・社会教育関係
者、キャンプ、野外教育、自然体験活動に興味のある
方など。

令和7年度鹿児島県キャンプ協会総会

春「ふれあいプラザ」

4月22日(火) 14:30 ～ 15:30　＠鴨池公民館

　今年度も対面にて総会を実施することができまし
た。多くの方にご参加いただき、終始和やかな雰囲気
での会となりました。ご参加いただいた皆さま、あり
がとうございました。
　議案（令和6年度事業・決算報告、令和7年度事業計
画・予算案等）については、すべて原案の通り承認さ
れましたことをご報告いたします。
　今年度の活動にもご理解ご協力のほどよろしくお願
いいたします。

　県総合体育センターの各運動施設を開放して行われた、
スポーツ・レクリエーション、ニュースポーツ等の体験が
できるイベントに、県協会もブース出展を行いました。

令和7年4月26日(土)　＠県総合体育センター各施設

イベント情報

参加してみたい、スタッフとして関わってみたいなど、
興味のある方は事務局までお知らせください。

デイキャンプを楽しもう
7月20日(日)　＠県民の森  牟田山キャンプ場

わくわくファミリーキャンプ
10月18日(土)  ～ 19日(日)　1泊2日
＠指宿エコキャンプ場

令和7年度アウトドア活動セミナー
11月22日(土) ～ 23日(日)　1泊2日　＠未定

みて参加しました」という方がいらっしゃいました。
 　ICT（Information and Communication Technology）は、日本語では「情報通信
技術」と呼ばれ、情報処理や通信技術の総称であり、インターネットやデジタ
ル機器を活用し情報を伝達・共有する技術です。メールやチャット、Instagram
やFacebookなどのSNSも、このICTになります。
　天気は、昔から伝わる事象（例えば、開聞岳に雲がかかると雨になる）や、

個人の体験等を参考にして予測していた時代から、テレ
ビ・ラジオから流れてくる天気予報を参考にする時代を
経て、現在ではタブレットや携帯から簡単に情報が得ら
れるようになりました。アウトドア活動に不可欠な天気
予報でさえ、ICTの出現で変わろうとしています。
　ICTはアウトドアとは反目に感じますが、キャンプ場
の情報を調べたり、予約をするのも携帯などから行った
りと、意外とそうでもないのかもしれません。これから
はアウトドア活動にどのようにICTを利用するのかもテ
ーマとなるのかもしれませんね。そんなことをInstagram
を見ながら、いろいろ考えることでした。

ファミリーデイキャンプ

　協会設立50周年カウントダウン事業として今年度より
スタートしたファミリーデイキャンプ。今回は9家族31人
の参加がありました。

令和7年5月5日(月・こどもの日)
＠鹿児島市立少年自然の家

　アウトドアクッキングでは、初め
てお米を研いだ子や火起こしに挑戦
した子、進んでお手伝いをしてくれ
た子など、いつもと違った生き生き
とした子どもたちの一面や家族の繋
がりを感じられる1日になりました。 初めての飯盒炊飯体験

設立50周年に向けて...

　鹿児島県キャンプ協会は、1976(昭和51)年に設立され
た、都道府県協会の中で3番目に長い歴史を持つ協会
で、2026(令和8)年には設立50周年を迎えます！
　今年度は設立50周年カウントダウン事業として、もっ
と気軽にキャンプに親しんでもらおうと、新たにファミ
リーデイキャンプを開催したりと、県協会は50周年に向
けて盛り上がっております！
　50周年記念のロゴマークも完成しました。また、記念
グッズ第1弾としてトートバッグを製作し、第2弾も現在
進行中ですので乞うご期待ください！
　最新情報は協会HPまたは各種SMSをチェックしてくだ
さいね。

　どんぐりや松ぼっくりを使った野外ゲ
ーム体験、テントや寝袋を使った宿泊体
験、アウトドアチェアに座ってのんびり
過ごしたりと実際の道具に触れることで
キャンプに興味を持っていただき、また
キャンプ協会を知っていただくきっかけ
になりました。

野外ゲームを楽しむ
子どもたち


